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 ウルノ商事（茨城県水戸市、宇留野裕太社長）は 2026

年 3 月 13 日、茨城県の小美玉市立小川南中学校（荘

司宏征校長）の 2 年生 3 クラス・77 名とその保護者を対

象に、「第 2 回 ウルノ商事 presents 水戸ホーリーホッ

ク食育プロジェクト～野菜ソムリエから学ぶ体つくり～」

を実施した。同校は、茨城県教育委員会が指定する

2025 年度学校給食研究推進校でもある。 

 食育プロジェクトの実施は昨年 12 月にスタートして早

くも 2 回目であり、小川南中学校の、「3 年生に上がる大事な成長期なので、保護者とも食を

通じて体作りを学んでほしい」という思いに応えて、親子で参加したことが特筆される。 

 

 親子行事で食育プロジェクトを実施            ホーリーホックの木村ジュニアユース監督らも実食 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

■地域の学校に対する食育サポート活動として 

ウルノ商事は、学校給食用食材の納入業者として、地域の学校に対する食育サポート活動

をスタート。第２回目は小美玉市立小川南中学校の生徒、保護者を対象として開催しました。 

■給食と連動、『いばらき美味しお給食』 

給食の時間には、「麦ごはん・牛乳・ニシンの竜田揚げ・小松菜のからし和え・豆乳ふるさと

汁」の『いばらき美味しお給食』を喫食。『おいしく減塩メニュー』を親子で体験しました。 

ウルノ商事と水戸ホーリーホックが 
第２回食育プロジェクト 
小美玉市・小川南中学校で、親子を対象に 

野菜の効能を学んだ上で食べる 
適塩の『いばらき美味しお給食』 

3 月 13 日の『いばらき美味しお給食』 



 

■体作りのサポーターである野菜、気を付けて食べる姿勢も大事に 

 小川南中学校での食育プロジェクトは、野菜ソムリエの南

谷志保さんと木村祐志水戸ホーリーホックジュニアユース監

督による講演、および親子給食を組み合わせて行われた。 

 講演では、体を作るためには、たんぱく質の摂取とともに、

筋肉の修復に貢献するビタミン D やエネルギー代謝をサポ

ートするビタミン B 群の摂取が望ましいこと、これらを含む野

菜はサポーター役を務めていることを紹介。木村氏の「常に

食事もトレーニングと考えて、気を付けて食べている」との言

葉には、親子ともども真剣に聞き入る場面が見られた。 

 南谷氏は、「中学2年生の皆さんが給食を食べられるのは、あと１年。その後は、自分で体

作りを考えた食事を選ばなければならない。その時にはぜひ、１食分を残さず食べれば必

要な栄養量がとれる給食を思い出してもらいたい」とした。 

 当日の給食の内容は、「麦ごはん・牛乳・ニシンの竜田揚げ・小松菜のからし和え・豆乳ふ

るさと汁」。野菜をたっぷり使用すると共に、茨城県が県全体で取り組んでいる『いばらき美

味しお給食』の実践の日にもして、『おいしく減塩メニュー』を提供した。 

 『おいしく減塩メニュー』とは、適塩でも美味しく感じるコツを含む調理をしたメニューの事で、

この日は、「豆乳ふるさと汁」を豆乳ベースにすることで味噌の使用量を抑える、「ニシンの

竜田揚げ」はしょうがを効かせて調味料の量を抑える、といった調理の工夫がなされていた。 

 なお、ウルノ商事は主菜のニシンや「豆乳ふるさと汁」の里芋等を供給した。 

 

■榎本智美栄養教諭 「食べるチャレンジにつなげ、家庭の食事にも活かす」 

 プロジェクトの実施に当たり、榎本智美栄養教諭には、「技術の授業で玉

レタスの栽培をしているため、野菜やレタスの知識を深めたい」という思い

があった。さらに、「嫌いな野菜も一口はチャレンジするという指導をしてい

るが中々難しいのが現実である中で、体作りの切り口で野菜を食べるチャ

レンジにつなげたい」「家庭の食事にも活かしてもらいたい」と考えた。 

 参加した保護者からは、「調理師として働いているが、知らないことが多くて勉強になった」

との声があり、かなり積極的に講義を聞いたことが伺えた。また、ホーリーホックとのプロジ

ェクトには関心が高く、保護者の参加率の高さでも効果が見えた。 

 榎本教諭は、「今回の取組を毎年継続できるように年間スケジュールに組み込みたい」と

もしており、同プロジェクトが中学校における“持続可能な食育推進活動”の１つとなることが

期待されている。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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木村ジュニアユース監督（写真右）と、

南谷氏による食育の講義を実施 


